  Ⅱ 平成１５年度観光交流調査結果の概要

    １  観光交流客数

　　 ・ 観光交流客数は、1億3,298万人で、前年度比では385万人（3.0％）上回った。

   ・ その要因としては、冷夏、長雨の影響で海水浴客や富士登山者が減少したものの、「ＮＥＷ!!わかふじ国体」、「わかふじ大会」の開催により県外から多くの人が訪れたほか、「御殿場プレミアムアウトレット」や、「エスパルスドリームプラザ」、「伊東マリンタウン」等の複合施設へ多くの入込みがあったこと、日帰り温泉施設への入込みが好調であったことが考えられる。    
    ２  宿泊客数

・ 宿泊客数は1,969万人で前年度比３万人（0.1％）の増となった。

・ ここ10年で最低だった昨年度よりは僅かに増加したが、依然として減少傾向にある。
    ３  観光レクリエーション客数

     ・ 観光レクリエーション客数は1億1,330万人で前年度比383万人（3.5％）上回っ

        た。

     ・ 大分類別では、国体開催の影響により「触れ合う」の割合が大きく増加した。
    ４  主な季節の状況

     (１) ゴールデンウイーク

       ・ 主要観光施設への入込客数は比較的天候に恵まれたことから、昨年を上回った施設もあったが、全体としては曜日配列が悪く昨年を下回った。
       ・ 宿泊客数についても曜日配列が影響して、連泊客が少なく前年を下回った。

    （２）年末年始
     ・ 主要観光施設への入込客数は、比較的天候に恵まれたことで、屋外施設では昨年よりも入込みが増えたところがみられたが、屋内施設は逆に昨年を下回ったところが多く、全体としては昨年並みとなった。

    ・  宿泊客数は、概ね昨年並みとなった。
    ５  地域別の主な特徴

     ・【伊 豆】      　　河津町近隣のイベントに合わせて伊豆を訪問する観光客が増加。
     ・【富 士】　　　 　 　天候不順により富士登山客が減少した。
     ・【駿 河】　　　　　　　　　調査対象の見直しにより観光レクリエーション客が増加。

・【中東遠】【西 遠】国体開催の影響により一部施設で観光客が増加。
     ・【奥大井】【西駿河】【北遠】冷夏・長雨の影響により観光客が減少した。






